
※休職者は除いた実人

数を常勤換算はせず、ご

記入ください。人員が０

人の場合は、空欄ではな

く「０」とご記入ください。）

在宅医療に関する調査  ～訪問看護ステーション～  

《属性等基本情報》                                                                                             

１．事業所の経営形態について、該当するところの□を✔でチェックしてください。 

□①病院 □②診療所 □③企業 □④法人 □⑤医師会 □⑥その他 

２．貴事業所は訪問看護ステーション単独事業所ですか。複合事業所ですか。 

□①単独事業所 □②複合事業所  

⇒（＊付問） 複合施設の場合、下記に○をお願いします。（複数回答可）   

 １. 通所リハ(ﾃﾞｲｹｱ)  ２. 通所介護(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)  

 ３. 居宅介護支援事業所  ４. 訪問介護 

 ５. 老人保健施設  ６. 特別養護老人ホーム 

 ７. 介護療養型老人保健施設（新型老健）  ８. グループホーム 

 ９. 小規模多機能事業所  10. 老人短期入所施設 

 11. 有料ﾎｰﾑ・高専賃・サ高住  12. 在宅介護支援ｾﾝﾀｰ 

 13. その他  （                                         ） 

３．現在、併設施設も含めて、貴事業所の職員の人数（看護、技士のみ）、常勤・非常勤スタッフの有無をお書き下さい。 

《在宅の実施状況》

４．訪問看護事業の開始時期についてお尋ねします。 

 （西暦）       年        月 

５．貴事業所の利用者数及び保険制度別利用者数についてお尋ねします。 

※平成２３年４月～平成２４年３月の間での利用者数（実人数）を記載ください。 

１．医療保険利用者数 （            人） 

２．介護保険利用者数 （            人） 

３．利用者総数  （            人） 

４．医療・介護保険併用者 （            人） 

６．がん末期利用者数、在宅看取り患者数についてお尋ねします。※平成２３年４月～平成２４年３月の間での利用者数を記載ください。 

１．がん末期患者数 （         人） 

２．自宅での看取り者数 （         人） 

職 種 ①常勤（うち、兼務） ②非常勤 総数（①＋②） 

１．保 健 師  人（  人）  人 人

２．看 護 師 人（  人）  人 人

３．准看護師 人（  人）  人 人

４．理学療法士（PT） 人（  人） 人 人

５．作業療法士（OT 人（  人）  人 人

６．言語療法士（ST） 人（  人）  人 人

合 計 人（  人）  人 人

〔再掲〕介護支援専門員 人（  人） 人 人

 常勤スタッフの有無 定期的に診療する非常勤スタッ

フ  

７．医師 □①いる □②いない □①いる □②いない 

８．歯科医師 □①いる □②いない □①いる □②いない 

９．薬剤師 □①いる □②いない □①いる □②いない 

１０．介護職 □①いる □②いない □①いる □②いない 

１１．栄養士 □①いる □②いない □①いる □②いない 

１２．ソーシャルワーカ- □①いる □②いない □①いる □②いない 

１３．事務職員・給食係・その他 □①いる □②いない □①いる □②いない 

〔再掲〕上記１～６の職員の中で

ケアマネジャー資格を有する人 

□①いる □②いない □①いる □②いない 



７．貴事業所の届出加算項目と患者数についてお答えください。 

加算項目 届出の有無 届け出ありの場合の 

算定（保険請求）有無 

患者数（ｈ２４．10．1～

10.31までの１ヶ月間） 

1. 重症者管理加算 □①  あり □②  なし □ⅰ あり ・ □ⅱ なし 人

2. 24時間連絡体制加算 □①  あり □②  なし □ⅰ あり ・ □ⅱ なし 人

医療保険

3. 24時間対応体制加算 □①  あり □②  なし □ⅰ あり ・ □ⅱ なし 人

4. 緊急時訪問看護加算 □①  あり □②  なし □ⅰ あり ・ □ⅱ なし 人介護保険 

5. 特別管理加算 □①  あり □②  なし □ⅰ あり ・ □ⅱ なし 人

８．看護職員のオンコール体制についてお答えください。 

９． 24 時間体制をどのようにつくりましたか。該当するところの□を✔でチェックしてください。（＊複数回答可） 

□○0  ２４時間対応をしていない 

□① 看護職員を増員した 

□② 看護職員は増員せず、ローテーションにより体制づくりをした 

□③ 同一法人内の医療機関との連携を強化した 

□④ 地域の医療機関との連携を強化した 

□⑤ 在宅療養支援診療所との連携を強化した 

□⑥ 地域の24 時間ネットワークシステムを活用した 

□⑦ その他（具体的内容：                               ） 

１０．過去1年間に、定期巡回・随時対応サービスが必要と思われる事例はどのくらいありましたか。

（約            人） 

《在宅医療・訪問看護へのイメージ・評価》                                                                                                            

１１．在宅医療や訪問看護に対するイメージについて、該当するところの□を✔でチェックしてください。 

オンコール担当者数 オンコール担当者1人あたりの月平均待機回数 （小数点第1位まで）

１．１月あたりの担当者数 （         人） 

２．１日あたりの担当者数 （         人）        （             回） 

1. 訪問看護導入の必要性を理解している診療所医師は増えている □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

2. 訪問看護導入の必要性を理解している病院医師は増えている □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

3. 訪問看護導入の必要性を理解している病院看護師は増えている □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

4. 訪問看護導入の必要性を理解しているケアマネジャーは増えて

いる 

□①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

5. 訪問看護の必要性を理解している患者・家族は増えている □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

認
知

6. 地域の在宅医療のニーズが増えている □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

7. 予防的視点での訪問看護導入は増えている □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

8. 医師やケアマネジャーは訪問看護を導入することのメリットを患

者･家族に十分説明できている 

□①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

訪
問
看
護
の
導
入

9. 医療依存度の高い患者の在宅医療・介護には、退院前からの関

わりを開始することが必要 

□①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

10. 在宅は医療費の患者負担が高い □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

ｲ
ﾒ
ｰ
ｼ
ﾞ 11. 在宅は家族の介護負担は大きい □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

12. 在宅医療・介護へ従事する看護師の満足感は高い □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

13. 在宅医療を受ける患者の満足感は高い □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 
満
足
感

14. 在宅医療を受ける家族の満足感は高い □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

15. 貴事業所の慢性呼吸不全患者への対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

16. 貴事業所の人工呼吸器管理への対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

17. 貴事業所の慢性心不全患者への対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

18. 貴事業所の慢性腎不全患者への対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

19. 貴事業所の糖尿病ケアへの対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

20. 貴事業所の創・褥瘡ケアへの対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

21. 貴事業所の末期がん患者の緩和ケア対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

22. 0貴事業所の認知症ケアへの対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

23. 貴事業所の神経難病ケアへの対応能力は向上している □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

対
応
能
力

24. 貴事業所の対応可能な患者数は増えている □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

25. 他機関との情報共有に多大な時間と手間がかかっている □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 情
報26. 情報共有の効率化は図られつつある □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 



《連携・ネットワーク》                                                      

１２．訪問看護で悩んだとき、気軽に相談できる相談先がありますか。 

□①気楽に相談できる相談先がある 

□②いざとなれば相談できる相談先がある 

□③余程でないと相談できない 

□④相談先がない 

□⑤相談はしない 

１３．介護サービス、在宅関連診療保険点数、福祉サービスなどについて、同一法人以外で気軽に相談ができる（意思疎通の図りやすい・信頼できる）連携先が 

どのくらいありますか。該当するところの□を✔でチェックしてください。 

１．医師(診療所) □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

２．医師（病院） □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

３．歯科医師 □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

４．薬剤師 □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

５．看護師 □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

６．理学療法士・作業療法士 □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

７．栄養士 □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

８．ｹｱﾏﾈｼﾞｬ □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

９．医療ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

１０．その他（           ） □① ０人 □② 1人 □③ ２人 □④ ３～４人 □⑤ ５人以上 

１４．以下の機関と連携をさらに強化するとき、困難を感じますか。該当するところの□を✔でチェックしてください。 

1. 病院 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

2. 一般診療所 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

3. 在宅療養支援診療所 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

4. 介護老人保健施設 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

5. 特別養護老人ホーム □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

6. ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

7. 訪問看護ステーション □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

8. 地域包括支援ｾﾝﾀｰ □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

9. 居宅介護支援事業所 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

10. 市町村保健部門 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

11. 保健所 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

12. 市町村福祉部門 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

13. 福祉事務所 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

14. 歯科診療所 □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

15. その他（      ） □①  とても感じる □②  感じる □③  あまり感じない □④  感じない 

《今後の訪問看護・在宅の方向性》

１５．国の調査結果においての在宅訪問看護利用者が伸び悩む要因は何だとお考えですか。※要因として大きいと思われるものから順位づけをお願いします。 

1. 病院における退院支援不足  

2. 在宅医療をコーディネートする専門部署の不足  

3. 在宅医療を提供する人的資源の不足  

4. 保険制度  

5. 在宅医療の情報不足  

6. 在宅医療利用者の在宅での介護力不足  

7. 在宅医療利用者家族の経済的負担  

8. 医療と介護の連携不足  

9. その他（                     ）  

27. 連携パスは今後普及していく □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 

今後 28. 今後在宅医療は推進すべき □①そう思う □②少しそう思う □③あまり思わない □④思わない 



○ 在宅医療について日ごろ気を付けていることや今後の課題等意見をご記入ください。 

１６．ご自身やスタッフが、訪問看護に従事するきっかけになったことはなんでしょうか。（＊複数回答可） 

□① 在宅医療へのあこがれ 

□② 働きがいがある 

□③ 自分の能力が生かせる 

□④ 病院看護以外をしたい 

□⑤ 病院の夜勤がいや（体力的に厳しい） 

□⑥ 病院の人間関係の疲弊 

□⑦ 家庭と仕事の両立ができやすい 

□⑧ 時間的融通が利く  

□⑨ 独立を希望 

□⑩ その他（                ） 

１７．訪問看護への従事者を増やすために、以下の取り組みは有効だと思われますか。該当するところの□を✔でチェックしてください。 

1. 潜在看護師の把握ができる体制 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

2. 訪問看護を体験してもらう機会を増やす □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

3. ブランクがある看護師の教育体制の強化（履修科目

を単位制にし、研修実施施設の横断的参加等が可

能なフレキシブルな研修体制） 

□①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

4. 研修受講時の費用負担の軽減 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

5. 新採用時の研修体制の確立 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

6. 指導看護師の支援 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

7. 病院並みの給与・福利厚生 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

8. 保育所の確保 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

9. その他（                          ） □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

１８．訪問看護師の負担軽減や業務の円滑な遂行のために、以下の取り組みは有効だと思いますか。該当するところの□を✔でチェックしてください。 

１９．在宅患者への医療・介護サービスを充実させるために、国等が一つの方向性として議論を行っている以下の取り組みは有効だと思いますか。該当するところの

□を✔でチェックしてください。 

1. 訪問看護が今後２４時間体制のサービス拠点になる □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

2. 訪問看護ステーションは単独型から他サービスとの連携型になる □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

3. （訪問看護・訪問リハビリ・訪問介護を一つの事業所として役割分担

をしながら一体的にサービスを提供する） 

□①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

4. 訪問看護師が医療・介護サービスのコーディネートをしていくため

に、ケースカンファレンスで中心的役割を担う 

□①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

ご協力ありがとうございました。  

お手数ですが、記入漏れがないか再度ご確認の上、同封の返信用封筒に入れて、１１月１６日（金）までにお近くのポストに投函してください。 

1. 病院看護師と訪問看護師の人事交流 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

2. ブロック単位（区単位）で訪問看護ステーション間の定期的情報交

換の場を設置 

□①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

3. ブロック単位（区単位）で多職種との情報交換・顔合わせの場をもつ □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

4. ケアマネジャーと合同で症例検討会をする □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

5. ステーション間で夜間・休日対応の当番制をもつ □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

6. 小規模ステーションと大規模ステーションの機能分担をする □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

7. 24時間巡回型サービスの事業所共同実施（区単位で当番制にして

巡回） 

□①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

8. 新人採用時の研修のサポート体制 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 

9. 情報共有ソフト等を使ったITツールの活用 □①非常に有効 □②有効 □③あまり効果的ではない □④効果的ではない 


